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令和３年６月栄町教育委員会会議定例会議事録 

 

期日 令和３年６月３０日（水）開会:午後２時  閉会:午後２時４５分 

 

会場 栄町役場２階第４会議室 

 

教育長及び出席委員 

 教  育  長                   藤 ケ 崎  功 

 委     員(教育長職務代理者)  中 島 宣 行 

 委     員                 大 久 保 雅 從 

委     員                 濱 田 香 奈 

委     員                 石 川 京 子 

 

欠席委員  なし 

説明のため出席した職員   

 教育総務課長           磯 岡 和 之 

学校教育課長           鳥 羽 英 之 

生涯学習課長           稲 葉 彰 司 

学校給食センター施設長      由 井   茂 

職務のため出席した職員 

 教育総務課主査（書記、議事録）  久 古 淳 子 

傍聴人：１人 

 

１ 教育長開会宣言 

 

 

２ 議事の進行   中島宣行委員（教育長職務代理者） 

 

 

３ 署名委員の指名 大久保委員 

 

 

４ 会期 本日１日限り 
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５ 教育委員の活動報告 
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藤ケ崎教育長： 

始めに，印旛地区教育委員会連絡協議会の仲間であります八街市立朝陽小のお子さ

んたちのご冥福をお祈りするとともに，けがをされた子供たちにお見舞いを申し上げ

ます。なんともやるせない中ではありますが，前回の定例会からの活動について，報

告いたします。 

５月２８日は，各学校長の人事評価にかかる目標申告面接を実施しました。それぞ

れの校長が，地域や学校の実態に応じ，学校教育目標を練り，こんな学校を創ってい

きたいという気持ちが伝わってきました。 

 ６月１日，令和３年６月栄町議会が開会されました。町長提出議案のうち１件は，

保護者委員としての任期が６月１９日で切れる弘海千鶴教育委員の後任人事案でした。

町長から，安食小の保護者である「濱田香奈」氏を任命する議案でした。全会一致に

より，町議会で同意されました。 

７日，町校長会に参加し，近隣の児童生徒・教職員のコロナ感染事例，他県の学校

事故，休職者の復職について指導しました。 

９日，１０日と町議会の一般質問が行われました。早川議員から学校教育課長へ「貸

与型奨学金返還支援について，栄町の考えを聞きたい」との質問に，学校教育課長が

「白井市が行っている支援が他市町でも行うか動向を調査していく」と答弁しました。 

高萩議員からは「全国の中学校・高校で校則と人権の関係が問題視されている。栄

中の校則は，１８歳参政権，少年法の改正，子供の権利条約と関連させて考えたとき，

適切か」に対し，学校教育課長は，「適切である」と答弁しました。そのうえで，私に

向け「『栄中の決まりで育った生徒に，幸福感，民主主義度，自己肯定感はついている

か。地域・保護者の皆さんからの要望があれば，必要に応じて見直す』と課長が答弁

したが，周囲から何らの指摘がないうちは，動かない姿勢でよいか」という質問に対

しまして，私からは「栄中の生徒には生徒会活動で培った力がついている。生徒主体

での運動会，合唱コンクールが運営され，その集大成が卒業式の全校合唱に表れてい

る。また，「周囲から何らかの指摘がないうちは動かないという姿勢はよいか」との質

問については，学校の自主性自律性を維持するために，校長の推薦により学校評議員

を委嘱している。校長は，学校評議員に意見を求めて，経営の参考にしていく」と答

弁しました。 

さらに，通告なしで，①教育委員について，②栄中が特別なことをしているか，③

栄中のきまりが細かすぎるという母親の声をどうするか，④必要に応じてＨＰで地域

に公開してほしいと，４点再々質問がありました。そこで，一つとして，教育委員さ

んを同意しているのは，町議会である皆さん方議員の問題であること，二つとして，

栄中が特別なことはしていないこと，三つとして，母親の声は学校へ直接意見するこ

とが肝要なこと，四つとして校則のＨＰへの掲載については，いじめ防止の学校基本

方針のように，掲載しているか確認し，無いようだったら，指導していくと回答した

ところであります。 

そして，大塚議員からは，給食の地元産食材の使用率，小中学生の生理用品の配布
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についての質問に，学校教育課長が，お米は１００パーセント，地元野菜は８．８パ

ーセント使用，生理用品は衛生上，保健室に置いて渡していることを答弁しました。 

１０日木曜日の夜，栄町，酒々井町合同の管理運営研修会に参加しました。 

１１日，町教頭会議に参加し，近隣のコロナ感染の状況，休職者の復職，「新しい

学び」となるＩＣＴ教育について指導しました。 

１２日，「全国学力学習状況調査」を国へ提出する前に，解答用紙をコピーし，教

員アシスタント職員に採点してもらったデータを町内小学校の傾向として集約し，私

の考察もつけて各小学校に返しました。各学校では，町内の傾向と自校データをもと

に，「個々の児童の考える場」を設定する中で，次年度の調査に向けた対応策を整えて

くれるものと思っております。 

昨年は未実施でしたので，一昨年以来のデータ集約でした。これまで同様に，文章

化して答える問いが，苦手でありました。ただ，これについては，全国的にも同様で

あります。 

しかしながら，小学校４校中１校が校務支援システム上の依頼文書に気が付かず，

教務主任がコピーを取らずに解答用紙を国へと送り返してしまったとのことで，３校

だけの集約となりました。せっかく立ち上げた校務支援システムの運用上の問題が発

覚したところでありました。先生方が楽になるという「校務支援システム」に問題が

あり，苦情が来るようなことがあっては，なりません。教委全体で運用上の課題を解

決していくよう，課長会議で話しました。 

１３日，日曜日，ドラム自然楽校に参加しました。コロナ禍のため，房総のむらの

田植えができなくなり，当日が開校式となりました。生涯学習課職員，社会教育委員，

青少年相談員の皆さんが参加してくださり，子供たちの野外体験をサポートしてくれ

ました。 

１５日，大野信正議員が町民の方を案内されました。伊藤さんという安食台にお住

いの方で，お手元にある提案文書を持参され，お話だけは伺っておきました。皆さん

にもコピーをお配りしておきます。私自身，成田市の本城小，安食小で校長を務めま

したが，どちらの学校でも，学校評価アンケート用紙を学区内の居住者に配り，広く

意見を回収してきました。どちらの学校でも，自治会長から各家庭に配布してもらっ

ていました。本城小では，回収まで自治会長にお願いし，安食小では，近くの子供に

持たせてもらったり，ＦＡＸで送信してもらったりしました。教委としても，町民か

らの広聴の機会がとれればと考えていたところですので，その一環でお会いしたもの

です。 

１６日，教育委員会「委員協議会」を開催し，中学校歴史教科書及び，特別支援教

育用に追加された一般図書３冊を調査研究しました。委員の皆さま，お疲れさまでし

た。 

１９日，ふれプラ音楽室にて，吉川久子氏によるフルート演奏会が開催され，「子

守歌で巡る日本の旅」をテーマとした語りと演奏を鑑賞しました。房総のむら，学習

院初等科講堂で行ってきたもので，これまで竜角寺台小，安食台小と輪番で参加して
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きた経緯があります。今年は，房総のむらが会場使用を許可してくれず，ふれプラの

音楽室となったようです。４０名程度の観客が入っていました。 

２１日，教育委員会職員の辞令交付をしました。教育総務課の鈴木康夫課長補佐が

町長部局に戻り，健康介護課新型コロナウイルスワクチン接種推進室主幹へと異動し，

教育委員会内では，生涯学習課から大木課長補佐が教育総務課課長補佐へ，そして，

町長部局産業課から水野副主査が生涯学習課へと，それぞれ異動いたしました。 

２３日，栄中大野校長先生が来庁されました。吹奏楽部で大ホールを借用したいと

のことでした。そこで，ふれプラでのワクチン集団接種の現地視察をしてきました。

生涯学習課長とともに視察したところ，大ホール後方の椅子が使用され，数十人が接

種後の待機をされていました。 

健康介護課長からは，「診療所として臨時に登録している」とのことで，診療業務

以外には使えないとのことでありました。栄中学校長には，事情を伝え，理解を得ま

した。今は，町民のワクチン接種が最優先ですので，早く，集団接種が終わり，文化

ホール本来の使い様になれればと願っているところであります。 

昨日は，千葉県町村教育長協議会の理事会に参加してきました。 

本日は，安食小学校において，千葉県教育庁北総教育事務所長による訪問指導に立

ち会ってきました。 

そして，先ほど，新教育委員の辞令交付式が町長室で開催されました。町の教育振

興へ向けて，どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは，６月定例会の議案１件，報告３件となります。よろしくご審議のほどお

願いします。 

 

石川委員： 

 今、議会の報告がありましたが、栄中の校則がホームページに載っているのですか？

私は見ていなくて。 

 

鳥羽学校教育課長： 

 現状はまだ載っていません。今新しいホームページへ切り替える時期となっており

まして、そこのところの確認をしているところです。 

 

６ 案 件 

報告第１号 夏期心理リハビリテイション研修会の後援承認について 

 

磯岡教育総務課長： 

令和３年５月２７日付けで、千葉県心理リハビリテイション連絡会会長飯嶋正博

（順天堂大学准教授）氏より「夏期心理リハビリテイション研修会」について後援申

請がありました。 
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行事の趣旨は、特別支援学校及び学級をはじめとする教育現場だけではなく、さま

ざまな臨床場面で取り入れられている心理リハビリテイション（動作法）を、広く教

職員等に習得する機会を提供するというものです。 

会場及び日程は、６会場で７月１７日から８月２３日までの期間に行われます。 

千葉県立槇の実特別支援学校を会場として、７月１７日(土)を初日とし、他は通知

書のどおりの日程となっています。 

 参加予定者数は、講師として１名から２名、研修者（教職員等）として、１０名か

ら２０名、参加の方式は、事前申込み制となっています。 

行事の後援者として、千葉県教育委員会、千葉県内市町村教育委員会を予定してい

ます。 

 

報告第２号 チャレンジ☆ボッチャ ドラムカップの後援承認について 

 

磯岡教育総務課長： 

令和３年６月４日付けで、千葉県立栄特別支援学校校長鈴木春雄氏から「チャレン

ジ☆ボッチャ ドラムカップ」について、新規となりますが後援申請がありました。 

行事の趣旨は、障害者スポーツを地域に振興すると共に、共生社会の実現のため地

域の方々に障害者理解を促していくことを目的としています。 

参加予定者数及び参加の方法は、９月１５日までに申込みを済ませた方５０名程度

を予定しています。 

行事の共催として、千葉県教育委員会、後援者として、栄町及び栄町教育委員会を

予定しています。 

 

報告第３号 第１６回夏休みエコ絵画コンクールの後援承認について 

 

磯岡教育総務課長： 

令和３年６月１７日付けで、千葉テレビ放送株式会社代表取締役社長篠塚泉氏より

「第１６回夏休みエコ絵画コンクール」について後援申請がありました。 

行事の趣旨は、千葉県が進める「環境学習基本方針」の趣旨に基づき、楽しい発想

を持つ小学生に、環境に対する興味を深めてもらうことを目的として、「未来のごみ箱」

をテーマとした絵画を募集し、これを通じ、豊かな千葉の自然を守っていく姿勢を醸

成するものです。 

会場及び日程、作品募集期間ですが、７月１日(木)から９月１７日(金)まで作品募

集を行い、展示は、１１月１４日(日)から１１月１８日(木)までの間、千葉市生涯学

習センター１Ｆアトリウムで行います。 

また、１２月６日(月)から１２月２０日(月)までの間、県庁１９階県民展示コーナ

ーで行い、表彰式は１１月１４日(日)千葉市生涯学習センター２階ホールで行われる
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ものです。 

参加及び参加の方法は、千葉県内の小学生で、学校、団体又は個人単位で定められ

た期間に郵送にて応募するものです。 

行事の共催者として、一般財団法人千葉県環境財団、後援者として、環境省関東地

方環境事務所、千葉県、県内全教育委員会、千葉県小学校長会などを予定しています。 

 

以上、報告第１号から第３号につきましては、共催及び後援規程の趣旨に沿ったも

のでありますことから、教育長が専決処分したものでございます。 

  

 

大久保委員： 

 第２号のボッチャと言うのは、何かボールを投げるようなものなんですか？ 

 

磯岡教育総務課長： 

 体育館などで行う少し柔らかめのボールを投げて、陣取り合戦のようなことをやる

ものです。 

 

大久保委員： 

どこかで見たような気がしたのですが、ベトナムやフランスが非常に強いと聞いた

ことがあります。これは、特別支援などにも非常に良い行事ができたなと思いました。 

 

中島委員： 

これは初めてですね。 

 

磯岡教育総務課長： 

 初めてです。 

 

藤ケ崎教育長： 

栄特別支援学校は力を入れているようなんですよ。布鎌の塩田裕次さんという校長

先生をやられていた方が、今駅の前の介護施設、そこにご夫婦で入っていらっしゃる

んですけれど、その方から１度、おととし電話が来まして、栄特別支援学校でボッチ

ャやっているんで、１度見学に行きたいということで、その介護施設の皆さんで行っ

てですね、一緒にやってきたということなんですね。大変喜んでおられまして、今年

来た栄特別支援学校の鈴木春雄校長先生も一生懸命で、やってくださるという話でし

たので、もし皆様方もやるんでしたら、どうぞ一緒にお願いします。 
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大久保委員： 

 ぜひ体験したいと思います。ありがとうございました。 

 

議案第１号 栄町学校薬剤師の委嘱について 

 

鳥羽学校教育課長： 

議案第１号 栄町学校薬剤師の解嘱及び委嘱について、提案理由並びに内容につい

てご説明いたします。始めに提案理由です。栄町立小学校及び中学校管理規則第５条

の規定により、別紙の者を学校薬剤師として解嘱及び委嘱することについて、栄町教

育委員会行政組織規則第７条第１２号の規定により、栄町教育委員会の議決を求める

ものです。次に内容です。別紙をご覧ください。令和３年４月１日より２年間の任期

で委嘱した学校薬剤師の鈴木久夫氏より、健康上の理由から退職し、後任として栄町

薬局の薬剤師、山川拓未氏を推薦したい旨の申し出があったことから、本日をもって

鈴木久夫氏を解嘱し、明日令和３年７月１日より、新たに学校薬剤師として山川拓未

氏に委嘱するものです。なお、委嘱期間は鈴木久夫氏の残任期間である、令和５年３

月３１日となります。 

以上でございます。 

 

《審議結果》 

 承 認 

 

 

７ その他 

 

磯岡教育総務課長 

 教育総務課からですが、令和３年度第１回教育長・教育委員研修会の開催方法等に

ついてという事で、案内がございました。会場は、今まで千葉県総合教育センターで

の参集でしたが、インターネット上での動画配信となりましたので、また、詳細があ

り次第、皆様にはご通知差し上げたいと思います。 

 それともう１点、予定表です。２８日水曜日に教育委員会会議定例会を予定してお

ります。 

以上でございます。 

 

鳥羽学校教育課長 

学校教育課より報告させていただきます。 

はじめに 各校の状況についてです。 

 今月も、新型コロナウイルス感染症に罹患する児童生徒教職員はなく、各校ともに、
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新しい生活様式のもと、感染症予防を徹底しながら、学校運営を行っていただいてい

るところです。 

 ６月１６日から、北総教育事務所による栄町立小中学校の学校訪問が始まりました。

６月１６日は、安食台小学校と竜角寺台小学校の管理主事訪問、本日午前中は、安食

小学校の所長訪問が行われ、各校とも、落ち着いた雰囲気の中で学校経営の一端をご

覧いただくことができました。訪問していただいた講師の方からは、「小規模の特性を

活かし、チームワークよく団結して職務に当たっている。」「子供一人ひとりを大切に

した声掛けがあり、学校教育目標がよく浸透している。」といったご感想をいただいた

ところです。 

 今後、７月４日に栄中学校の管理主事訪問、７月８日に布鎌小学校の次長訪問が予

定されております。 

 教育委員の皆様方には、例年ですと、所長訪問・次長訪問には、ご同行いただき参

観いただいているところですが、新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年度と

本年度については、見合わせていただいております。大変申し訳なく思うところです

が、現状が落ち着きましたら、タブレットの活用状況なども含め、各校への参観をお

願いしたいと考えておりますので、その折はどうぞよろしくお願いいたします。 

 ４月に宮城県白石市で、防球ネットの木製の支柱が倒壊し、男子児童が死亡した事

故がありました。これを受け、文部科学省からも、学校と教育委員会が連携した安全

点検の実施が示されました。栄町教育委員会でも、教育総務課班長、学校教育課指導

主事、各校教頭合同での、施設の安全点検を実施しました。緊急性を要するものはあ

りませんでしたが、「遊具の補修不足」「壁面ひび割れ、雨漏り跡」など、経年による

劣化の見られるものもあったため、今後、教育総務課とも連携しながら確認し、対応

していきます。 

また、おととい、八街市で児童が巻き込まれる痛ましい交通事故がありましたが、

亡くなられたお子様方のご冥福を、そして、重体となっているお子様方の一日も早い

回復をお祈りするところです。学校教育課では、６月２２，２５日（火）（金）に通学

路安全点検を実施しました。学校教育課、建設課、警察、学校、ＰＴＡ等の関係団体

が共に、危険箇所の処置をどう取り扱うかを協議するため、各小学校区の通学路点検

を行いました。こちらについても「横断歩道の塗り直し」「樹木伐採、除草作業の実施」

など、いくつか課題が出されましたので、安全な登校ができるよう、引き続き確認し、

関係機関等との連携を図っていきます。 

次に、わくドラについてです。  

 ６月は１２日と２６日の２回実施しました。６月の会議でご指摘いただいた、３年

生については、追加募集をし、６名増え、現在８名参加で行われております。  

 また、夏季休校中のサマーわくドラについてです。昨年度は、新型コロナウイルス

の影響により中止としたところですが、今年度は開催させていただきます。ただ、ま

だ外部のボランティアの方の関係や布鎌小学校の大規模改修の関係で、各校での開催

が難しいと判断したため、今年度は、全ての学校ともに、ふれあいプラザさかえを会
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場として実施します。 

 低学年の児童や、夏季休業中、学童に通われている児童については、子供だけで学

童へ通所することはできないこと、わくドラ担当者で送りをすることが難しいことな

どにより、参加が難しいことが考えられ、参加者の減員が予想されるところです。 

 実施要綱とパンフレットを資料といたしましたので、ご確認ください。 

 学校教育課からは以上です。 

 

稲葉生涯学習課長 

 生涯学習課報告事項としまして、７月事業案内ですが、家庭教育学級のイキイキ子

育てスクールが２日にふれあいプラザさかえの大会議室で行われます。 

また、サマーキッズの講座として、陶芸教室が２２日に、色鉛筆教室が３１日にふ

れあいプラザさかえで行われます。各小学校を通して案内チラシを配布し、６月２９

日からすでに申し込みの受付を開始しています。 

図書室夏休み事業として、７月２１日から８月３１日までを期間として、スタンプ

カードの発行。これは本を１回借りるたびに１つスタンプを押します。６つ貯まった

らプレゼントを差し上げます。宿題お助けコーナーとして、読書感想文や自由研究、

工作、植物の観察や虫の飼い方など、夏休みの宿題調べに役立つ本を揃えます。夏休

み特別展「妖怪・もののけ」として、怖い本や怪談本コーナーを設置します。 

また、７月に予定していた事業で、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために中

止となった事業ですが、東京２０２０オリンピック千葉県聖火リレーが中止となりま

した。代わりに幕張メッセ駐車場において、２日に無観客で点火セレモニーが開催さ

れる予定となっています。栄町聖火リレーランナーの弘海君も参加予定です。 

また、印旛郡市スポーツ大会、町民プールの一般開放が中止となりました。 

その他としまして、コロナ禍における生涯学習課の対応についてですが、千葉県の

まん延防止等重点措置が７月１１日まで延長されましたので、ふれあいプラザさかえ

での利用人数制限、学校体育館での登録団体のみの利用制限等を７月以降も継続しま

す。 

図書室購入図書（６月分）についてですが、一般書３３冊、児童書１５冊となりま

す。人気本や話題本、ベストセラー本等を選書いたしました。 

東京２０２０パラリンピック聖火リレー栄町採火式についてですが、別紙をご覧く

さい。パラリンピックの聖火の元となる「市町村の火」を採火するための「栄町採火

式」を実施します。８月１８日９時から栄町役場玄関前で採火して、採火した火を当

日、市原市に持っていき、県内５４市町村の火を「千葉県の聖火」として千葉市内で

聖火リレーをした後、２０日に「東京２０２０パラリンピック聖火」へと送り出され

ます。 

 栄町の内容ですが、１３００年前の龍角寺の屋根瓦を焼いたカマと言われている「龍

角寺伍斗蒔瓦窯（リュウカクジゴトマキガヨウ）」から持ってきた火を「栄町の火」と

して、瓦に乗せた火をドラム君が持ち、町長がトーチでランタンに移し採火とします。
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密集を避ける為、開催の事前告知はせず、関係者のみで行う予定です。７月１３日の

町政策会議で最終決定されます。 

 なお、パラリンピックは８月２４日に開会式、２５日から９月５日まで実施されま

す。生涯学習課からは以上です。 

 

由井給食センター施設長 

特に今月はございません。 

 

中島委員： 

 栄町の採火式というのは、広報紙に載っていますか？  

 

稲葉生涯学習課長： 

 いや、これは、オリンピックの千葉県の聖火リレーは中止になって、オリンピック

の聖火のセレモニーを７月２日にやるということは、いろいろ出てはおりますけれど

も。パラリンピックは、また別に聖火があるという形で、栄町の独自のやり方で、聖

火として県で全部まとめるという形になります。 

 

中島委員： 

 これは、出られないのですか？関係者だけですか？ 

 

稲葉生涯学習課長： 

 今の状況で、玄関前で行います。たまたま来られた方がいらっしゃれば、間隔をと

って離れたところから見ていただくよう、対応はしたいと考えております。 

 町民には、告知しない方法で、あまり混んでしまうといけないので、そういう形で

今は考えています。 

 

大久保委員： 

 さかえフューチャースクール、サマーわくドラ、ふれあいプラザさかえで行うとい

う事で大変良いことだと思う。やはり、高校生や大学生も含めて結構来てくれると思

いますけれども、人数はこれから確定ですか？ 

 

鳥羽学校教育課長： 

 今、募集をかけて、お声を掛けさせていただいているところです。 

 

大久保委員： 

 ぜひ、若い高校生とかがやっぱりやると、前も言われていたんですが、子供たちが

全然違うんですよね。私たちがやった時は、質問してくれないんですよね。あまり難

しいのも困ると思うのですけど、やっぱり高校生ですと、お姉ちゃんお兄ちゃんなの




